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素案からの主な変更点 

市民意見募集でいただいた意見等を参考に検討をおこない、素案より変更した主な内容は    

次のとおりです。 

№ 頁 変更箇所 変更前（素案） 変更後（原案） 

1 9 

（４）都市の魅力 

本文 

（追記） また、平成 22（2010）年には鶴見中央コミュニティ

ハウス、鶴見国際交流ラウンジが開館し、引き続き

多文化共生のまちづくりとして、外国人も日本人も

生き生き暮らせるまちづくりを進めています。 

2 12 

（３）鶴見区の位置 

本文 

京急鶴見駅から羽田空港国

際線ターミナルまでの、所

要時間は19分となっていま

す。 

京急鶴見駅から羽田空港国際線ターミナルまでの、

所要時間は 19分、品川駅への所要時間は約 18 分、

東京駅への所要時間は約 25 分となっています。 

3 38 

（８）「地域施設」（活動

拠点） 区民利用施設の

活用 

本文 

（追記） あわせて区民のスポーツ活動を促進し、区民の体力

向上や、地域交流に資する取組を進め、身近な場所

でスポーツに親しむ場づくりを進めます。 

4 46 

（２）鉄道・バスをはじ

めとする公共交通網の

充実 

ア 鶴見駅の利便性向

上 

本文 

あわせて歩行者デッキ等の

整備による回遊性向上、多

くの人が集うことができる

施設等、 

あわせて歩行者デッキ等の整備による回遊性向上、

大型バス等の受入れ環境充実、多くの人が集うこと

ができる施設等、 

5 56 

（２）多様な地域コミュ

ニティの交流を生み出

す環境の充実 

ア 地域コミュニティの

ための環境整備 

本文 

（項目追加） ○スポーツを通じて、区民の体力向上や、地域交流

に資する取組を進め、身近な場所でスポーツに親し

む場づくりを進めます。 

6 63 

（１）震災対策 

ウ ライフラインの耐震

対策の推進 

本文 

〇災害時の非常用電源とし

ても有効に機能する再生可

能エネルギーの普及やエネ

ルギーシステムの自立強化

を進めます。 

〇災害時の非常用電源としても有効に機能する再生

可能エネルギーの普及やコージェネレーション等エ

ネルギーシステムの自立強化を進めます。 

7 77 

目標１ 

ア 鶴見駅周辺の拠点機

能の充実 

本文 

あわせて、歩行者デッキ等

の回遊性向上、多くの人が

集うことができる施設等、 

あわせて、歩行者デッキ等の回遊性向上、大型バス

等の受け入れ環境充実、多くの人が集うことができ

る施設等、 

8 84 

【コラム】鶴見「みどり

のルート１」をつくる会 

本文 

（追記） 長年にわたる緑のまちづくりが評価され、平成 30

（2018）年 11月には、緑の都市賞の内閣総理大臣賞

を受賞しました。 ※「緑の都市賞」は、緑豊かな都

市づくりの推進を目的に良好な成果を上げている市

民団体等を表彰するものです。 

 

※上記の変更のほか、市民意見募集等でいただいた意見などを踏まえ、より分かりやすい表現に 

修正し、それに伴う関連個所など軽微なものも修正しています。 

また、図表や数値などについては最新のものに更新するなど時点修正等の変更をしています。  
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